
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【組合】 

１．首都圏における拠点配置体制の成果と課題を明

らかにし、今施策に至った経緯と目的を明らかにす

ること。 

【会社】 

首都圏における輸送影響度や出動実績を勘案し、拠点

配置体制の見直しを行うことで、生産性の向上とコスト

ダウンを図りながら、安全・安定輸送を確保していく。 

【組合】 

２．拠点配置箇所を一部廃止することで足ロスが発生す

ることから各主管課、各指令、駅へ周知を行い、宿直者

や夜間作業者が安全で確実な作業が出来る体制を確

立すること。 

【会社】 

必要な周知を行っている。 

【組合】 

３．夜間作業者の安全・健康確保の観点から夜間早朝時

間帯の異常時対応については、設備に起因する輸送影

響以外の事象において仮眠時間や休憩時間等の確保

が出来るよう配慮すること。 

【会社】 

異常時対応の考え方は、これまでと変わるものではな

い。 

【組合】 

４．出動実績を鑑みて、八王子信号通信技術センターに

おける繰り下げ勤務（11：00～19：30）を廃止するこ

と。 

【会社】 

引き続き、必要な体制は確保していく。 

【組合】 

５．保線職場において早朝時間帯対応の２名体制確保

で指定する勤務を明らかにすること。 

【会社】 

引き続き、必要な体制は確保していく。 

【組合】 

６．保線職場の２名体制確保のための夜勤では、安全パ

トロールを行い、社員の安全意識の向上と異常時の柔

軟な対応を可能な体制とすること。 

【会社】 

引き続き、必要な体制は確保していく。 

【組合】 

７．異常時対応力のレベルアップに向けて、認定線区の

特情も含めた必要な教育と訓練を実施すること。 

【会社】 

引き続き、必要な教育・訓練は実施していく。 

 

【組合】 

８．施策実施後、問題が発生した場合には速やかに対応

すること。 

【会社】 

施策実施後も状況を見極めていく考えである。 
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